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様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 76ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業
提案事業

基幹事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり -

なし -

あり ●

なし

あり -

なし -

あり -

なし -

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

平成24年度～平成28年度 平成28年度事後評価実施時期

千葉県 市町村名 船橋市
ふ な ば し し

4,102.4百万円

JR船橋駅
ふなばしえき

周辺
しゅうへん

地区
ち く

交付対象事業費 国費率

地区名

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

市の保健・医療・福祉におけるサービスの
拠点として施設を集約化し、利便性が高
まったことで施設利用者の満足度が向上し
た。

86,000

高架下自転車等駐車場が完成したこともあ
り効果が現れてきている。京成跡地自転車
駐車場が整備されることで更なる効果が期
待できる。

JRから京成線へ接続するペデストリアン
デッキの整備や、北口エレベーター等の整
備により、駅南北の回遊性が向上したこと
と、景気の回復等により地区外からの駅周
辺商業施設への駅の利用者が大幅に増加
したと考えられる。

都計道3・3・7他１号線の供用開始により、
都心道路ネットワークが着実に形成されつ
つあることから、交通渋滞の緩和が見られ
たが、その他の路線が未完成であることか
ら目標値の達成には至らなかった。

平成29年11月

平成29年4月○平成28年度 331

平成29年7月

△

85,028

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等

毎年度、確認できるものは実施する。
交通量調査については、交付期間完了後に再度調査を実施することによ
り確認する。

交付期間
の変更

本町駐車場満空表示板

（仮称）保健福祉センター整備事業

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

影響なし

平成24年度～28年度

平成　　年度～平成　　年度

事業名
なし

なし

保健・医療・福祉サービスの連携を推進する拠点施設等を整備す
る。

 ５）実施過程の評価

その他の
数値指標３

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

モニタリング
鉄道各社へ聴き取り調査、交通量調査、市統計資料等によるモ
ニタリング。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
フォローアップ

予定時期
数　　値目標値 効果発現要因

（総合所見）

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

従前値

指　標

指標２

４段階評価

放置自転車台数

指標４
保健・医療・福祉サービス
拠点事業の満足度

指標３

交通渋滞の緩和 混雑度

指標1

2.89

1.62

83,122

フォローアップ
予定時期

1.59

87,099平成22年度

平成22年度 1.25 平成28年度

平成28年度

数　　値 効果発現要因
（総合所見）

実施内容 実施状況

台/日 814 平成22年度

平成24年度

目標
達成度

○

1年以内の
達成見込み

従前値 目標値

４駅定期外乗客数 人／日

3.05 平成28年度 ○-

 １）事業の実施状況

新たに追加し
た事業

（仮称）本町一丁目公園
活気あふれた中心市街地を創出するために、各種事業と一体的に
公園を整備することで計画目標の推進を図る。

影響なし

1.43

203

3.25

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画から
削除した事業

都市計画道路3・3・7号線他１線、都市計画道路3・3・7号線、都市計画道路3・4・11号線、京成本線高架下・跡地自転車等駐車場、JR船橋駅南口ペデストリアンデッキ、JR船橋駅北口エレベーター

350

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

JR船橋駅周辺の駐車場の利用を促進する満空表示看板を設置す
ることにより、主要幹線道路交通渋滞緩和を図る。

目標３、指標４の数値目標を追加

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況



様式２－２　地区の概要

単位：人／日 83,122 H22 86,000 H28 87,099 H28

単位：混雑度 1.62 H22 1.25 H28 1.43 H28

単位：台／日 814 H22 350 H28 203 H28

単位：4段階評価 2.89 H24 3.05 H28 3.25 H28

まちの課題の変化

・都心道路ネットワークを形成する街路整備や、京成線の連続立体交差事業により、駅周辺の交通の円滑化が図られ、駅へのアクセスが改善した。
　一方では、交通量や歩行者数が増加していることから、今後は、道路ネットワークの強化による交通の分散や快適な歩行空間の確保等による歩行者・自転車利用車の利便性、回遊性の更なる向上が必要である。
・京成線接続デッキの整備等により、橋上化された駅舎と再開発ビルのフェイスが２階レベルで接続され、乗り換えを行う歩行者の経路がデッキ上に変化し、駅利用者の安全性や快適性が向上した。
　一方では、駅へのアクセス道路となる３・４・１１号線が完成に至らなかったことから、今後は駅利用者の安全性や快適性をさらに向上するために、早期に整備を行う必要がある。
・来街者数は増加したものの当初の目標値は達成できなかったことから、引き続きまちの魅力を向上させる施策等が必要となる。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・関連事業のペデストリアンデッキ整備の完了と併せて、現在、地下駐輪場から地上階までのエレベーターをペデストリアンデッキ階まで延伸するとともに、ユニバーサルデザインに配慮するよう検討する。
・3・4・11号線の整備後、ペデストリアンデッキ階の回遊性を高めるとともに、歩行者等の安全な歩行空間を充実させる。
・新たに整備された保健福祉センターの認知度向上やソフト事業の充実を図る。
・都市再生整備計画事業で建設・設置された道路や施設について、適切に維持・管理を行い長寿命化を図る。

本市の玄関口に相応しいにぎわいと活気にあふれた中心市街地の創出並びに健康で安心した生活ができる環境
の整備

　目標1：駅へのアクセスを含む都心道路ネットワークの構築
　目標2：歩行者・自転車利用者が安全かつ快適に利用できる施設整備
　目標3：保健・医療・福祉サービスの連携を推進する拠点施設等の整備

４駅定期外乗客数

交通渋滞の緩和

放置自転車台数

保健・医療・福祉サービス拠点事業の満足度

JR船橋駅周辺地区（千葉県船橋市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

⑪地域創造支援事業（（仮称）保健福祉センター） 

②街路事業（３・３・７号線他１線） ⑥地域生活基盤施設 

⑨（JR船橋駅北口ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置事業） 



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方

　　添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）評価委員会の審議
　　添付様式８　　評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

指標４の目標値（なし）

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　）

変更前

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値

変更後

目標３として、「保健・医療・福祉サービスの連携を推
進する拠点施設等の整備」を追加。

指標４として、「保健・医療・福祉サービスの拠点事業
の満足度を4段階評価」を追加。

指標４（なし）

目標３（なし）

変更理由

提案事業追加により、都市再生整備計画を見直し目標を追加。

提案事業追加により、都市再生整備計画を見直し指標を追加。

提案事業追加による数値目標の追加。指標４の満足度の数値目標を3.05に設定。



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路 150 115.10 交付対象事業費の減額 ●

道路 3,900 1,462.46 交付対象事業費の減額

道路 1,107 1,212.54 交付対象事業費の増額

公園 - 82.25

平成27年度に計画変更して追加。
活気あふれた中心市街地を創出す
るために、各種事業と一体的に公
園を整備することで計画目標への
より一層の推進を図る。

影響なし ●

なし ●

規模、台数が減少 影響なし ●

地域生活基盤
施設

- 7.5

平成25年度に計画変更して追加。
JR船橋駅周辺の駐車場の利用促
進する満空表示看板を設置するこ
とにより、主要幹線道路の交通渋
滞の緩和を図る。

影響なし ●

地域生活基盤
施設

128 88 交付対象事業費の減額 - ●

地域生活基盤
施設

18.0

平成27年度に計画変更して追加。
保健・医療・福祉サービス拠点とな
る複合施設の整備を実施している
（仮称）保健福祉センター及び当該
地区内に点在する公共施設への案
内表示が十分とは言えない状況に
ある事から、移動利便性の向上を
図る。

影響なし ●

高質空間形成
施設

100 32 交付対象事業費の減額 - ●

-

-L=92ｍ

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

事後評価時の完成状況

事業内容

L=444ｍ

L=397ｍ

最終変更計画

基幹事業

事業
当初計画

事業箇所名

-

-

-

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

L=444ｍ

L=390ｍ

３・４・１１号線（本町本海川線）

約1,600㎡ 1,306台

1基

L=92ｍ

A=561㎡

約1,600㎡ 1,306台

事業内容

（仮称）本町一丁目公園

1基

2基

L=25ｍ、W=4m
、A=100㎡

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

３・３・７号線他１線（南本町馬込町
線）

３・３・７号線（南本町馬込町線）

本町駐車場満空表示看板

公共サイン整備事業 6基

JR船橋駅北口エレベーター

地域生活基盤
施設 京成本線跡地自転車等駐車場

100
約1,300㎡ 　963台

177
約1,000㎡ 　700台

京成本線高架下自転車等駐車場

JR船橋駅南口ペデストリアンデッキ

-

L=25ｍ、W=4m
、A=100㎡



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

事後評価時の完成状況

事業箇所名

基幹事業

事業
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

最終変更計画

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

事業内容

当初計画

事業内容



事業費 事業費 完成 完成見込み

地域創造
支援事業

- 908
平成24年度に計画変更して追加｡
保健・医療・福祉サービスの連携を
推進する拠点施設等の整備。

●

当初計画
最終変更

計画
当初計画

281 281 平成24年～平成27年
H29年完成に向けて事業推
進

備考進捗状況及び所見

平成24年～平成29年

最終変更計画

事業期間

事後評価時の完成状況

5,666.65㎡ 指標４の数値目標３.０５

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

船橋駅南口ペデストリアンデッキ整備事業

事業
細項目

細項目
事業

提案事業

事業箇所名

船橋市

事業費

（参考）関連事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

当初計画

事業内容

-（仮称）保健福祉センター

最終変更計画



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

H27 △

確定
見込み ●

H27 ×

確定
見込み ●

H27 ○

確定
見込み ●

- ー

確定 ●
見込み

確定
見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

指標４

指標５

目標値
1年以内の

達成見込みの
有無目標達成度※２

-

-

事後評価

モニタリング

数値（エ）

モニタリング 85,028
-

○
-

事後評価 事後評価

3.05

事後評価

-

●

モニタリング 331

モニタリング 1.59 モニタリング

モニタリング

△事後評価1.43

-

H28

H28

モニタリング

事後評価 ○

203 事後評価 ○

モニタリング

3.25

モニタリング -

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

事後評価

指　標

平成9年度からは概ね減少傾向であるが、対象事業が一部未完成であるため、都心道路ネットワークが完成
していないことから目標未達とした。

平成27年度に目標値を達成しており、近年では減少傾向にあるため目標達成見込みとした。

指標１ ４駅定期外乗客数

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

平成27年度に目標値を達成しており、近年では増加傾向にあるため目標達成見込みとした。

2.89 H24

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１

計画以前の値 従前値

人／日
鉄道各社へ聞き取り調査の実
施

モニタリング
77,036 83,122 H22 86,000 H28

87,099
H12

1.91

350

H12 1.62
事後評価

H12 814 H22

H22 1.25 H28

事後評価

指標３ 放置自転車台数 1,358台/日 船橋市統計資料を活用

指標２ 交通渋滞の緩和 混雑度 交通量調査による実測値

指標５

指標４
保健・医療・福祉サービス
拠点事業の満足度

４段階
評価

平成28年度に目標値を達成しており、確定とした。

船橋市統計資料を活用

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。 
※２ 目標達成度の記入方法 
 ○ ：評価値が目標値を上回った場合 
 △ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合 
 × ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合 



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定
見込み

モニタリング

確定
見込み

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

数値（ウ） 本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

－

その他の
数値指標１

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

事後評価

事後評価

事後評価



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

鉄道会社へ聞き取り調査や市統計資料等
によるモニタリング

毎年度の鉄道各社へ聞き取り調査や本市
統計書等により確認する。

なし

交通量調査の実施
交付期間完了後に再調査を実施することに
より確認する。

【実施頻度】年度１回
【実施時期】9月
【実施結果】現状で数値が計測できる指標について交付期間中の変化を確認
することができた。

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

なし

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

【実施頻度】交付期間中間年度及び交付完了翌年度
【実施時期11月～12月
【実施結果】現状で数値が計測できる指標について交付期間中の変化を確認
することができた。



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

△ - -
△ - -
△ - -
○ - -
○ ◎ -
○ - -
○ - -
○ - ○
○ - ○

提案事業 ○ - ◎
○ - -

JR船橋駅北口エレベーター

（仮称）本町一丁目公園

都市再生整備事業事後評価庁内検討会

３・３・７号線（南本町馬込町線）

名称等 実施時期 担当部署

４駅定期外乗客数

総合所見

都市計画部都市政策課平成28年9月13日（全1回）

指標４

保健・医療・福祉サービス拠点
事業の満足度

交通渋滞の緩和

指標１

関係各課（都市計画課、道路計画課、道路建設
課、都市整備課、公園緑地課、健康政策課 等）

検討メンバー

指標の種別

指　標　名

事業名・箇所名

京成本線高架下の施
設が整備されたことに
より効果が現れてい
る。
今後、京成本線跡地の
施設の整備によりさら
なる効果が期待でき
る。

総合所見総合所見

指標２

各施設における市民サービス
の充実を図るとともに、各施設
を集約したことによるメリットを
活かし、保健・医療・福祉の連
携を図った取り組みを推進して
いく。

引き続き放置自転車調査を継
続して実施し、状況の把握と放
置自転車禁止啓発活動により
安全・安心の歩行空間の確保
に努める。

指標３

放置自転車台数

総合所見

市の保健・医療・福祉
のサービスの拠点とし
て、(仮称)保健・福祉セ
ンター整備事業が完成
したことにより効果が現
れていると思われる。

駅周辺の商業活性化により、ま
ちの魅力向上を行うとともに、
駅へのアクセス強化のため、
デッキ階の回遊性向上やバリ
アフリー化に一層の強化を図る
ことで鉄道利用促進を促す。

南口ペデストリアンデッ
キや公共サイン等の
他、北口エレベーター
の整備により、バリアフ
リー化が強化され、歩
行者の安全性・利便性
が向上したことで指標
値が増加している。京
成本線跡地の(仮称)本
町一丁目公園について
は、良好な環境の地域
密着型の公園として間
接的に指標の改善に
貢献している。また、全
ての道路が完成し、道
路ネットワークの構築
がなされれば、歩行空
間ネットワークも充実す
ることとなり間接的な改
善に貢献することが期
待できる。

船橋駅南口ペデストリアンデッキ整備事業

３・３・７号線他１線（南本町馬込町線）

（仮称）保健福祉センター

今後の活用

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。

京成本線高架下・跡地自転車等駐車場

公共サイン整備事業

関連事業

基幹事業
本町駐車場満空表示看板
JR船橋駅南口ペデストリアンデッキ

３・４・１１号線（本町本海川線）



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
目標

未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

△
××
××

（仮称）本町一丁目公園 -
京成本線高架下・跡地自転車等駐車場 -
本町駐車場満空表示看板 △
JR船橋駅南口ペデストリアンデッキ ×

-
△

提案事業 -
×

都市計画道路
3・3・7号線他1
線が平成24年
に供用開始し
たことや、本町
駐車場満空表
示板等の整備
により一定の
効果は出たも
のの、北へ抜
ける都市計画
道路3・3・7号
線や駅南口の
駅前広場から
南へ抜ける都
市計画道路3・
4・11号線が未
完成のため、
道路ネットワー
クの構築がで
きていないこと
から目標達成
ができなかった
と思われる。

Ⅰ

指標４

保健・医療・福祉サービス拠点
事業の満足度

交通渋滞の緩和

総合所見

指標３

放置自転車台数

指標２

総合所見

改善の方針
（記入は必須）

引き続き未完成都市計画道路
の整備を促進し、交通渋滞の
早期緩和を図る。

総合所見

船橋駅南口ペデストリアンデッキ整備事業

総合所見

３・３・７号線他１線（南本町馬込町線）

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

※要因の分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

（仮称）保健福祉センター

関連事業

指標１

４駅定期外乗客数指　標　名

JR船橋駅北口エレベーター

事業名・箇所名

指標の種別

基幹事業

公共サイン整備事業

３・３・７号線（南本町馬込町線）
３・４・１１号線（本町本海川線）



（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

残された未解決の課題

歩行者・自転車利用者が安全
かつ快適に利用できる施設整
備

保健・医療・福祉サービスの連
携を推進する拠点施設等の整
備

都市再生整備事業事後評価庁内検討会

京成線高架下自転車等駐車場の整備により、駅周辺の
放置自転車が減少し、歩行者等が安全かつ快適に通行
できるようになった。
北口エレベータの設置によりバリアフリー化が図られ、
高齢者や障害者も駅の南北の移動がより快適になっ
た。

（仮称）保健福祉センター整備事業が完成し、船橋市の
保健・医療・福祉のサービスの拠点として日々の安全な
生活を支える体制が整った。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

駅へのアクセス道路を含む都
心道路ネットワークの整備

駅へのアクセス道路となる都計道3・4・11号線の整備を促進し、
駅利用者の安全性や快適性をさらに向上させる。

保健・医療・福祉の連携推進の拠点としての機能の向上に努
め、より多くの市民の利用促進を図る。

都心道路ネットワークを形成する道路のうち、未整備区間につ
いて、早期整備を図る必要がある。

事業によって発生した
新たな課題

特になし

特になし

特になし

関係各課（都市計画課、道路計画課、道路建
設課、都市整備課、公園緑地課、健康政策課
等）

達成されたこと（課題の改善状況）

都計道3・3・7号線他１線が完成したことで南北の交通条
件が改善し、都心道路ネットワークの形成に大きく寄与
した。
駐車場満空表示板の設置により駐車場への車両案内が
スムースになったことで、駅周辺道路の迷惑駐車の減少
や駅南側の交通渋滞の緩和につながり車両の駅へのア
クセス性が向上した。

担当部署

都市計画部都市政策課

名称等 実施時期

平成28年9月13日（全1回）

検討メンバー

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり方
策を添付様式5-③A欄に記入します。



添付様式５－③　今後のまちづくり方策

■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）
● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。
● 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。
● 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。
● 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

想定される事業

歩行者の安全性及び回遊性の確保

改善策の基本的な考え方

A欄
効果を持続させるため

に行う方策

3・3・7号線、3・4・11号線の整備

道路や施設のグレードアップを伴うメンテナンス事業

3・4・11号線横断デッキの整備

ペデストリアンデッキ階までのｴﾚﾍﾞｰﾀｰ延伸整備

想定される事業

・未達成の目標を達成するた
めの改善策
・未解決の課題を解消するた
めの改善策
・新たに発生した課題に対する
改善策

都心道路ネットワークの形成

交通渋滞の緩和 3・3・7号線、3・4・11号線の整備3・3・7号線、3・4・11号線の早期整備

都心道路ネットワークを形成する道路のうち未完成区間の整備

効果を持続させるための基本的な考え方

関連事業のペデストリアンデッキ整備の完了と併せて、現在、地下駐輪場
から地上階までのエレベーターをペデストリアンデッキ階まで延伸する。

効果の持続を図る事項

バリアフリー化の促進

3・4・11号線の整備後、ペデストリアンデッキ階の回遊性を高めるととも
に、歩行者等の安全な歩行空間を充実させる。

－

フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。

保健福祉センターの利用促進
新たに整備された保健福祉センターの認知度向上やソフト事業の充実を
図る。

構成施設の業務内容についての広報活動や相談事業等の
充実

なるべく具体的に記入して下さい。

各施設の維持

B欄
改　善　策

改善する事項

都市再生整備計画事業で建設・設置された道路や施設について、適切に
維持・管理を行い長寿命化を図る。



添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 あり -

見込み ● なし -

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり -

見込み ● なし -

確定 ● あり -

見込み なし -

確定 あり

見込み なし

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

H

2.89

その他の
数値指標１

保健・医療・福祉
サービス拠点事
業の満足度

４段階
評価

その他の
数値指標３

H

指標５

H

H

3.05 H28

H

3.25

指標３

その他の
数値指標２

従前値と同じ計測方法を用い、４駅（JR
船橋駅、京成船橋駅、東武船橋駅、東
葉東海神駅）の定期外乗客数につい
て、平成28年度における日平均の合計
値を各鉄道会社からのヒアリングにより
計測して確定値とする。

平成29年11月

従前値の対象とした３路線（国道１４
号、県道船橋我孫子線、県道夏見小室
線）について、「平成22年度道路交通セ
ンサス」と同一地点において船橋市が
交通量調査を実施し、「平成22年度道
路交通センサス」における各路線の交
通容量を使用して混雑度を算出し、そ
の平均値を持って確定値とする。

船橋市が年４回実施する放置自転車調
査に基づき、平成28年4、7、10月、平成
29年1月の船橋駅周辺の放置自転車台
数の集計を行い、その平均値を持って
確定値とする。

平成29年7月

フォローアップ計画

平成29年4月

指標４

指標２ 混雑度

台/日放置自転車台数

交通渋滞の緩和

1年以内の
達成見込みの

有無
評価値

目標
達成度年度

従前値

○87,099

1.43

指　標

指標１
４駅定期外乗客
数

人／日

目標値

○

○H24

H28

86,000

1.25

350

H28

83,122 H22

1.62

814 H22

H22

H28

△

203

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以内
の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアップ計
画を記入して下さい。

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方
・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点 －

うまく
いかなかった点

－

うまくいった点 －

うまく
いかなかった点

－

うまくいった点 －

うまく
いかなかった点

－

うまくいった点 －

うまく
いかなかった点

－

うまくいった点 －

うまく
いかなかった点

－

添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）
本計画で実施した事業の効果を更に高めるため、当該地区において都市再生整備計画事業の活用により、第三期計画を推進していく予定。

その他

ＰＤＣＡによる事業
・評価の進め方

数値目標と
目標・事業との

整合性等

－

－

－

－

－

項目

数値目標
・成果の達成

住民参加
・情報公開



（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット 市のホームページに掲載
平成28年12月12日（月）から
　　　同年12月22日（木）まで

平成28年12月12日（月）から
　　　同年12月22日（木）まで

広報掲載・回覧・個別配布
市のホームページと都市政策
課窓口で閲覧を周知

平成28年12月12日（月）から
　　　同年12月22日（木）まで

平成28年12月12日（月）から
　　　同年12月22日（木）まで

説明会・ワークショップ ― ― ―

その他
市役所・船橋FACE・習志野台
出張所において閲覧

平成28年12月12日（月）から
　　　同年12月22日（木）まで

平成28年12月12日（月）から
　　　同年12月22日（木）まで

住民の意見

意見無し

都市計画部
都市政策課

担当課への持参、郵
送、FAX、電子メール



（６） 評価委員会の審議

添付様式８　評価委員会の審議

実施時期 担当部署 委員会の設置根拠 委員会の母体組織

学識経験の
ある委員

その他
の委員

方法書

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

事後評価原案の公表の妥当
性

その他

事後評価の手続きは妥当に
進められたか、委員会の確認

今後のまちづくり方策の作成

フォローアップ

その他

今後のまちづくり方策は妥当
か、委員会の確認

※１　審議事項の詳細は「まちづくり交付金評価委員会チェックシート」を参考にしてください。

審議事項※１ 委員会の意見

船橋市都市再生整備計
画事業事後評価委員会
設置要綱

独自に設置

寺内　義典　国士舘大学　理工学部　理工学科　教授
江守　　央 　日本大学　理工学部　交通システム工学科　助教
川﨑　智也　東京工業大学大学院　理工学研究科　助教

伊藤　將美　船橋市商店会連合会
宮村　榮俊　船橋市商店街連合会

視　察
：平成29年1月26日

委員会
：平成29年2月17日

都市計画部都市政策課
（都市再生整備計画事
業主管課）

委員構成

その他
特に無し

今後のまち
づくりについ
て審議

事後評価手
続き等にか
かる審議

方法書に従って、事後評価が適正に実施されたことが確認された。

・指標1の４駅定期外乗客数について、可能ならば事業外の要因を取り除いて分析できるとより良いという意見があった。
・指標2の交通渋滞の緩和について、目標未達成だが利用者の実感としては効果が出ているという意見があった。

特に無し

今後のまちづくり方策は妥当であると認められた。

事後評価原案の公表は、妥当であったと確認された。

当地区は引き続き、第３期計画で更にまちづくりを推進していくことが確認された。

特に無し

混雑度を測るのに、車での到達時間がどう変化したかというデータがあれば参考として良いと思われる。

特に無し

事後評価の手続きは妥当であると認められた。

今後のまちづくり方策として、次の事が確認された。
・関連事業のペデストリアンデッキ整備の完了と併せて、現在、地下駐輪場から地上階までのエレベーターをペデストリアンデッキ階まで延伸する
とともに、ユニバーサルデザインに配慮するよう検討する。
・3・4・11号線の整備後、ペデストリアンデッキ階の回遊性を高めるとともに、歩行者等の安全な歩行空間を充実させる。
・新たに整備された保健福祉センターの認知度向上やソフト事業の充実を図る。
・都市再生整備計画事業で建設・設置された道路や施設について、適切に維持・管理を行い長寿命化を図る。


